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妊娠性歯肉炎

　一般に妊娠すると歯肉炎にかかりやすくなるといわれて

います。これは女性ホルモンが大きく関わってくるといわ

れており、特にエストロゲンという女性ホルモンがある種の

歯周病原細菌の増殖を促すこと、また、歯肉を形作る細胞が

エストロゲンの標的となることが知られています。

そのほか、プロゲステロンというホルモンは炎症の元であるプロスタ

グランジンを刺激します。これらのホルモンは妊娠終期には月経時の

10~30 倍になるといわれており、妊娠中期から後期にかけて妊娠性歯肉炎

が起こりやすくなるのです。ただ、基本的にはプラークが残存しない清潔

な口の中では起こらないか、起こっても軽度ですみますので、妊娠中は特に気をつけて

プラークコントロールを行いましょう。油断すると出産後に本格的な歯周病に移行する場

合もありますので、注意が必要です。

歯周病と低体重児早産

　近年、さまざまな歯周病の全身への

関与がわかってきました。これは歯周

病による炎症が血流を介して全身に波

及するために起こるとされていますが、

なかでも妊娠している女性が歯周病に

罹患している場合、低体重児および早

産のリスクが高くなることが指摘され

ております。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのリスクは実に７倍にものぼるといわれ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タバコやアルコール、高齢出産などよりも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はるかに高い数字なのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯周病は治療可能なだけでなく、予防も十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分可能な疾患です。生まれてくる元気な赤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゃんのために、確実な歯周病予防を行い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ましょう。

歯周病と妊娠
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歯周病のある妊婦

早産・低体重児出産に対する歯周病の危険率

2.83 倍 2.27 倍 4.03 倍
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妊婦における早期低体重児出産の危険率
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